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シリーズ行財政改革②
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�
	

事
務
事
業　

見
直
し
の
キ
ー
ワ
ー
ド

① 
住
民
の
視
点

②
「
受
益
者
負
担
の
原
則
」
を
基
本
と
し
た
住
民
負
担
の
公
平
性

③ 
行
政
と
住
民
と
の
役
割
分
担
（
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
）

④ 
費
用
対
効
果

　

見
直
し
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
先

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う

に
三
段
階
に
分
け
て
行
っ
て
い
ま

す
。
す
ぐ
出
来
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
準
備
が
で
き
次
第
、
随
時
実
施

に
移
し
ま
す
が
、
条
例
改
正
な
ど
が

伴
う
事
業
に
つ
い
て
は
、
十
二
月
定

例
町
議
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
、
平

成
十
七
年
度
か
ら
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
八
月
に
開
催
さ
れ
た
臨
時

議
会
に
は
、
町
三
役
お
よ
び
議
会
議

員
の
給
与
、
報
酬
な
ど
の
見
直
し
に

よ
る
人
件
費
の
削
減
を
始
め
、
四
十

四
事
業
で
一
億
三
千
六
十
七
万
円
の

減
額
補
正
を
提
出
し
、
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
見
直

し
に
つ
い
て
は
随
時
、
広
報
で
お
知

ら
せ
し
て
い
く
予
定
で
す
。

貯蓄残高 
貯蓄の取崩し額 

改
革
ス
タ
ー
ト 

改
革
ス
タ
ー
ト 

60
億円 

50

40

30

20

10

0

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 年度 

【
経
常
経
費
の
削
減
】

△
四
、
六
三
五
千
円

●
口
座
振
替
領
収
証
書
は
が
き
の
発

行
廃
止
（
住
民
税
・
固
定
資
産
税
・

介
護
保
険
料
・
保
育
料
・
国
民
健

康
保
険
税
↓
希
望
者
の
み
発
行
）

●
国
保
健
康
優
良
家
庭
表
彰
の
廃
止

●
敬
老
の
つ
ど
い
事
業
の
見
直
し

●
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
保
守
委
託

の
見
直
し

な
ど
十
八
事
業

【
人
件
費
の
見
直
し
】

△
七
、
〇
三
六
千
円

●
議
会
議
員
報
酬
の
見
直
し

●
町
三
役
給
与
の
見
直
し

●
職
員
の
時
間
外
勤
務
手
当
支
給
方

法
の
見
直
し

な
ど
六
事
業

【
補
助
金
の
見
直
し
】

△
一
、
七
三
〇
千
円

●
イ
ベ
ン
ト
運
営
補
助
金
の
削
減

な
ど
三
事
業

【
工
事
費
の
見
直
し
】

△
一
〇
六
、
二
七
六
千
円

●
道
路
側
溝
等
修
繕
工
事
費
の
見
直

し
●
町
民
体
育
館
屋
根
改
修
工
事
の
延

期
●
小
学
校
改
修
工
事
の
延
期

な
ど
十
一
事
業

【
そ
の
他
】

△
一
〇
、
九
二
六
千
円

●
笠
松
み
な
と
公
園
整
備
計
画
区
域

拡
大
の
延
期

●
町
民
プ
ー
ル
の
一
時
休
止

な
ど
五
事
業

【
受
給
者
負
担
の
見
直
し
】六

七
千
円

●
健
康
教
室
参
加
者
負
担
金
の
見
直

し
▽
財
政
改
革
特
別
委
員
会

　

合
併
住
民
投
票
に
よ
り
単
独
を
選

択
し
た
笠
松
町
が
、
将
来
の
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
た
今
後
の
財
政
運
営
、

組
織
・
機
構
や
各
種
施
策
の
見
直
し

を
行
う
こ
と
に
対
し
て
、
議
会
と
し

て
意
見
や
提
言
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
自
ら
も
時
代
の
要
請

に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
議
員
定

数
や
議
員
報
酬
の
問
題
な
ど
の
議
会

改
革
に
関
し
て
精
力
的
な
調
査
研
究

が
必
要
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
六
月

定
例
議
会
に
お
い
て
財
政
改
革
特
別

委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

▽
改
革
内
容

　

財
政
改
革
特
別
委
員
会
で
は
、
議

会
改
革
に
関
す
る
こ
と
と
し
て
、
議

会
議
員
に
要
す
る
人
件
費
、
そ
の
他

の
議
会
に
要
す
る
経
費
の
合
計
予
算

額
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
減
額
を
目
標
に

協
議
を
行
い
、
平
成
十
六
年
度
の
予

算
ベ
ー
ス
で
約
六
百
五
十
万
円
を
減

額
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
平
成

十
七
年
度
以
降
に
つ
い
て
も
、
新
年

度
予
算
編
成
に
併
せ
て
引
き
続
き
議

会
改
革
に
関
し
て
協
議
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
議
員
定
数
に
関
し
て
も
協

議
を
行
い
ま
し
た
が
、
結
論
に
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
今
後
と
も

継
続
し
て
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

七
月
三
十
一
日
、
役
場
で
第
一
回

行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
を
開
催
し
、

会
議
の
冒
頭
十
五
人
の
委
員
さ
ん
に

町
長
か
ら
任
命
書
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

第
一
回
目
の
会
議
と
な
っ
た
こ
の

日
は
会
長
・
副
会
長
の
互
選
が
行
わ

れ
、
会
長
に
山
田
善
夫
さ
ん
（
友
楽

町
）
が
、
副
会
長
に
は
志
智
慈
朗
さ

ん
（
下
新
町
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
行
財
政
改
革
に
至
る
ま

で
の
今
ま
で
の
経
緯
を
は
じ
め
、
行

財
政
改
革
推
進
体
制
、
行
財
政
改
革

推
進
プ
ラ
ン
作
成
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

事
務
事
業
見
直
し
の
基
本
方
針
、
町

財
政
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
町
か
ら

説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

委
員
の
皆
さ
ん
は
極
め
て
厳
し
い

行
財
政
運
営
の
中
に
あ
っ
て
、
足
腰

の
強
い
笠
松
町
を
目
指
そ
う
と
い
う

共
通
の
考
え
の
も
と
、
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
を
含
め
、「
住
民
理
解
の
も
と
に

特
化
し
た
夢
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
行
財
政
改
革
を
す
べ
き
で
あ

る
」、
ま
た
「
行
財
政
改
革
は
住
民
の

意
識
改
革
的
な
部
分
も
大
き
く
な
い

と
成
功
し
な
い
」
な
ど
と
い
っ
た
行

財
政
改
革
に
向
け
て
の
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
議
で
は
委
員
さ
ん
か
ら

行
財
政
改
革
は
、
ま
ず
、
自
分
た
ち

か
ら
範
を
示
す
べ
き
と
委
員
報
酬
を

辞
退
す
る
提
案
が
さ
れ
、
全
委
員
が

賛
成
の
も
と
、
委
員
会
は
無
報
酬
で

の
活
動
と
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

◎
委
員
の
皆
さ
ん　
　
  
（
敬
称
略
）

　

青
木
貫
一�

（
長
池
）

　

岩
井
英
子　
　
（
米
野
）

　

小
栗
知
津
子�
（
瓢
町
）

　

小
野
木
博
孝�
（
米
野
）

　

加
藤
朝
雄�

（
岐
阜
市
）

　

加
藤
司
郎�

（
県
町
）

　

栗
本
幸
一�

（
東
宮
町
）

　

坂
下
史
子�

（
北
及
）

　

西
村
三
男�

（
岐
阜
市
）

　

服
部
靖
嗣�

（
円
城
寺
）

　

松
波
英
寿�

（
泉
町
）

　

松
原
一
��

（
米
野
）

　

箕
浦
秀
樹�

（
下
新
町
）

　

町
で
は
、
行
財
政
改
革
推
進
プ
ラ

ン
の
施
策
に
当
た
っ
て
、
広
く
町
民

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
て

い
ま
す
。
次
の
公
共
施
設
に
設
置
し

て
あ
り
ま
す
「
行
財
政
改
革
へ
の
意

見
箱
」
に
ご
意
見
を
投
函
し
て
く
だ

さ
い
。
用
紙
は
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
随
時
、
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

意
見
箱
設
置
場
所　

役
場
・
南
事
務

所
・
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
・
中
央
公

民
館
・
松
枝
公
民
館
・
総
合
会
館
・

福
祉
会
館
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館

Ｆ
Ａ
Ｘ　

３
８
７
・
５
８
１
６

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　
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▲熱心に意見交換される委員の皆さん

貯蓄残高と取崩し額の推移（イメージ）

   
議
会
改
革
に
つ
い
て

   
事
業
見
直
し
に
よ
る
八
月
補
正
の
内
容

　

皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聞
か
せ
下
さ
い

　

第
一
回

　

行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
を

開
催


